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論文内容の要旨
本論文は筆者が東京芝浦電気株式会社で行なった大電力マイクロ波電子管に関する研究をまとめた
ものである。
本文は 6 章から成り、第 1 章では直進型マイクロ波管特に大電力のものについてその歴史を概観す
るとともに、本論文の地位を明らかにしている。
第 2 章では、直進型マイクロ波管の重要な構成要素となる直線電子流を論じている。一様磁界で集
束された軸対称電子流に関しては今までに多くの研究がなされているが、それぞれ別々の仮定のもと
で導かれており、相互の関係が明らかでなかった。著者は Brillouin flow など今までに知られている
電子流を特別の場合として含む一般解を与えるとともに、断面での軸方向速度が一定な流れ、電荷密
度が一定な流れ等のいくつかの新しい流れを見い出している。さらにその応用としてマグネトロン入
射電子銃で作られた電子ビームの特性の計算法を示している。
第 3 章では、前章が軸方向に一様な領域での電子流を扱ったのに対して軸方向に電磁界が変化する
加速領域での電子流を論じている。ここでは問題を一般化して扱わず磁界が軸方向に指数関数として
変化する場合を考え指数関数形マグネトロン入射電子銃と名付けている。このタイプの電子流は中空
電子ビームを作るのに役立つので、電子軌道および電極形状を数値計算により明らかにしている。こ
の電子銃は特別の場合として、 Langurn山r の同心円筒二極管や Harker の電子流を含んで、いる。最後
に前章の成果と関係づけてこの電子銃の設計法を明らかにし、実験によりこの電子銃の有用性を確か
めている。
第 4 章では、大電力クライストロンの周波数特性が論じられている。集群された電子ビームによっ
て出力空胴に誘起される高周波電圧と電流の関係を折線で近似することにより、数少ないパラメータ
で出力回路の負荷コンダクタンスと効率と帯域幅の関係を表わすことを試みている。 6GHz帯で、試作
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したクライストロンで上の近似理論を確かめるとともに、クライストロンの広帯域化の方法を論じて
いる。
第 5 章では、大電力進行波管で生ずる 2 ， 3 の問題点を解明する。第 4 章で述べたクライストロン
では実現できないほどの広帯域のマイクロ波管が衛星通信等で要求されるようになり、結合空胴型進
行波管の研究が述べられている。まず遅波回路の測定法と最適化について述べ、つぎに実用上の重要
な問題として遅波回路の寸法バラツキが整合に及ぼす影響および周波数特性に現われる利得リップル
に関する理論研究を示している。最後に上の成果をとり入れて 9GHz帯で連続波出力10kw の進行波
管を試作した結果を述べている。
第 6 章は結論であって、得られた成果をまとめるとともに残された問題点を展望している。
論文の審査結果の要旨
本論文では、まず一様集束磁界中の電子流について、従来から知られていた諸形態の電子流を統一
的に整理し相互関係を明らかにする記述法を考案している。これに基づいて新しい空間電荷流を見出
している。さらに高収束高パーピアンスの中空電子ビーム発生用の電子銃を新しく提案し、設計理論
を提示するとともに実験によってその有用性を確認している。
さらにクライストロンの大振巾動作時の周波数特性の広帯域化について簡便な解析法を案出してい
る。ついでクライストロンと進行波管との中間的性格を持つ空胴結合型進行波管について、結合イン
ピーダンスの簡易測定法、回路定数の許容偏差、回路中の不整合が特性に及ぼす影響など、実際の管
の動作に大きな影響を与える諸効果について具体的な解決策を与え試作管によって実証している。
このように、この分野の進歩に貢献するところ大であり、博士論文として価値あるものと認める。
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